
令和５年度　江戸川区立春江中学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

〇学校における働き方改革プラン」に基
づく取組の実施をする。
〇削減できる行事や校務を見直し、生産
性が向上するような精査をして働き方を
進めていく。

〇行事の案内、月行事予定など従来は紙
で配布していたことを、「tetoru」で配信
をして時間を削減する。
〇ミライシードの特性である自動採点を
採用して負担を軽減させる。
〇基準の定時外在校時間（４５時間）を
上回る教員を０にする。

Ａ Ａ

〇教職員の勤務時間が有効になるように
tetoru配信、ＳＳＳの活用ができていた。
〇校務や行事の精選をしたが、実現まで
には至らなかった。
〇定時外在校時間（４５時間）を上回る
教員を０にすることができた。

Ｂ

〇タブレットの導入により、学習面で個人
差が生まれていないか心配していたが、
授業の様子からタブレットを生徒が効果
的に活用できて いる ので安心した。

〇tetoru、ミライシードなどデジタルツー
ルの活用は江戸川区の中学校で上位で
ある。その成果を継続し、さらに工夫をし
たり、ベネッセと連携してＩＣＴの活用を進
めていく。

〇個々の生徒に応じたきめ細やかな指導
方法の実践
〇生徒がタブレットを活用して発表した
り、話し合ったりする力を育成する。

〇オンライン授業の実施、ミライシードの
「オクリンク」を活用した課題回収の実践
を通してデジタル化を推進する。 Ａ Ａ

〇デジタルツールの活用は江戸川区の中
学校では常に上位であることは成果であ
る。またベネッセの校内研修を活用して
教職員の知識や技術の向上につとめた。

Ａ

〇春江中学校のＩＣＴ環境や生徒が利用
している回数が多いことを知って時代に
合わせた教育ができていることが素晴ら
しいと思った。引き続き継続してもらいた
い。

〇ミライシード、オクリンクだけではなく、生
徒それぞれ個別最適なデジタルツールと
して活用できるように研修、研鑽していく。

Ａ

〇ボランティア活動の参加、防災教室の
実施に加えて、合唱コンクールもタワー
ホール船堀で実施するなど保護者や地
域に開かれた学校となっているのはとて
も良いこと。来年度もお願いしたい。

〇学校評議員会を実施し、意見交換をし
て地域からの声や意見を取り入れなが
ら、より良い学校経営ができるようにして
いく。
〇合唱コンクールの実施は成功だった。
保護者の入れ替え、生徒の休憩時間など
課題がでてきた。それらを修正や改善す
ることで来年度はさらに充実した行事と

〇ICT機器の活用については、情報モラ
ルを指導しながら、機器の取り扱いだけ
でなく、必要に応じて自由に活用できるよ
う工夫していく。
〇エンカレッジルームの生徒もデジタル教
材やミライシードで学習するなど「できる
こと」を増やしていく。

Ａ

〇２月にも２学年がクラス単位でビブリオ
バトルを展開するなど探求的な学習を進
める取り組みをを充実させることができ
た。
〇「図書館を使った調べる学習コンクー
ルinえどがわ」では、区長賞、金賞、銀賞
を受賞するなど生徒が表現力や探求心
の育成ができていることが成果である。
また、ＰＯＰの制作など図書館を計画的に
活用して自らの探求的な学習を進めてい
くことが課題である。

〇図書館のレイアウトがいつ来ても立派
である。生徒にとっても魅力的にうつるは
ずである。来館者も増加していると聞く
が、どんどんと図書館を活用してもらいた
い。
〇区長賞おめでとうございます。

〇学校ＨＰに日頃の学校の様子や取り組
みを掲載していく。
〇tetoruを使って、学年便り、保健便りを
配布して生徒の活動を知らせる。
〇部活動はガイドラインを遵守し、生徒に
とってより良い活動になるように実践して
いく。
〇学校公開、合唱コンクール、運動会など
開かれた学校作りを引き続き継続してい
く。

Ｂ

〇学校や学年の様子をＨＰを通して保護
者や地域へ情報を提供している。閲覧数
は昨年度を下回っているが、保護者から
は感謝の声を聞くことがあり成果はでて
いる。
〇学校公開を通して日頃の学校の様子
や生徒の状況を参観できる機会を設け
た。またｔｅｔｏｒｕで様々な文書を配布して
情報の公開に努めた。

Ｂ

〇コロナ禍が明け、通常の活動に戻った
ので引き続き、中学生に参加してもらい
地域貢献、活躍をしてほしい。
〇運動部でも文化部でも活躍している生
徒が多い。
〇学級活動や委員会活動で、自分の役
割に責任をもって最後までやり遂げるこ
とができる。また、 クラスメートが困ってい
ると何気なく協力することができるのも 、
春江中の生徒のとても良い点である。

〇新体力テストにおけるＤＥ層は１０％を
下回ったことは成果である。しかし、合計
得点は全国平均より低く、東京都の平均
とほど同じ数値になっている。学年が上
がるごとに平均値が向上していることは
成果だが、全体的な数値が低いことが課
題である。
〇男女の共習を取り入れたことで異性を
尊重したり、協力して学習する力が備
わってきたことが成果である。共習するこ
とで共に能力を高めていくことが課題で

Ｂ

〇生徒アンケートの数値が高く、日頃から
生徒の頑張りをよく認めてくれて大変あ
りがたい。
〇生涯に渡って体を動かす力、体力、健
康への知識を身につけてもらいたい。

〇ポップ制作、弁論大会を生徒が継続的
に取り組むには、仲間の支えも必要です。
自分と違う考えに触れる場を設定し、深く
考える授業を目指していきます。
〇本の良さや魅力を理解させたり、図書
館の貸し出し、利用率が向上するような
取り組みを継続して実施していく。

〇居場所づくり、学びの継続をモットーに
して不登校生徒の新規出現率を2.73％
以下、継続出現率を3.03％以下にする。
〇hypaer-QUで実施した結果をもとに
講師を呼んで校内研修を1回実施する。
研修を経て生徒理解、学級理解を深めて
いく。

B

Ａ

〇学校評議員会での意見交換を参考に
して図書館の充実、ボランティア活動のさ
らなる充実を図った。
〇合唱コンクールをタワーホール船堀で
実施し、保護者や地域の方が観覧しやす
い状況にして好評だったことは大きな成
果である。これからも開かれた学校を目
指した教育活動をしていく。

Ｂ

〇生徒の居場所づくりを全ての教職員が
共有して生徒へ接していることが浸透し
てきたことが成果である。しかし、新規出
現率、継続出現率は目標を達成できな
かった。
〇hypaer-QUを実施し、専門家を講師と
して校内研修を実施したことで、知識を
習得し、生徒の個性についての理解を深

〇学校評議委員会の実施、学校公開を
通して「開かれた学校」づくりを目指す。
〇学校行事（運動会、合唱コンクール等）
においても学校評議員との連携を深め、
教育活動の改善を図る。
〇地域のボランティア活動を通して、生徒
のボランティアマインドの醸成と地域との
「つながり」を目指す。

〇年に２回、土曜日の授業公開で学校評
議員に学校の様子や生徒の活動状況を
参観してもらう。その後の評議委員会で
学校の現状と課題について共通理解を
深める。
〇地域団体が来校し、生徒を直接指導す
る場を設定する。地域を愛し貢献できる
生徒を育成するためのボランティアを５回

Ａ

〇ｔｅｔｏｒｕのメール配信や学校ホームペー
ジの充実をさせる。
〇年４回の学校公開、授業参観など保護
者が学校の様子や教職員に関わる機会
を設ける。

〇学校ホームページを１週間で３回更新
し、校内の様子や学校の取り組みを保護
者や地域へ周知させる。80.000閲覧数
を目指す。
〇学校公開を年に４回実施し、保護者会
や文書を通して本校の教育活動を周知
させる。

B

Ｂ

Ｂ

体力の向上

＜運動意欲や基礎体力の向上＞

・運動意欲の向上や健康の増進に向けた取

組の充実

・充実した食育教育の推進

〇保健体育科の授業は男女共習で行
い、自身の健康に関心をもち、生徒が運
動に親しむ。
〇「体育理論」を通してスポーツの効果・
学び方を理解させる。
〇実生活と照らし合わせながら、生涯ス
ポーツに親しむ入り口の中学時代でス
ポーツ習慣をつくり、健康の保持増進と
体力の向上を目指す。

〇新体力テストの判定「ＤＥ層」を１０％以
下にする。
〇運動量は授業の５０％を確保し、体力
向上を図る。言語活動の充実を図り、運
動の楽しさを実感させる。
〇共習により、性別にかかわらず自分や
仲間の心と体に向き合って、体を動かす
楽しさや心地よさを味わいながら、心と体
をほぐしたり、体の動きを高めたりする方
法を習得させる。

B

Ａ

学力の向上

＜学力の向上＞

・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・基

本の確実な習得、家庭学習習慣に対しての学

校の組織的な対応による取組の実施・充実

＜読書科の更なる充実＞

・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

Ａ

〇探究的な学習を進めるために、課題を
自ら設定しその内容を学び、問題を発見
し情報を収集し、問題解決に向けての情
報を効果的に整理・分析し、自分の考え
を論理的にまとめ表現できるように、調べ
学習・ＰＯＰ作りやビブリオバトルなど実
施する。
○学校図書館の利用を計画的に実施し、
調べ学習等、探究活動の場として、図書
館司書と連携し学校図書館の効果的な
活用を進める。

〇読書科については、ポップの制作・ビブ
リオバトルを通して、読書の有用性を感
得・体得させ、生徒自身の考えや生き方
を広げていく。
〇調べる学習コンクールと教科横断型学
習を実施。課題解決型の探求学習をおこ
なう。
〇「図書館を使った調べる学習コンクー
ル」「全国学校図書館POPコンテスト」や
「角川文庫POPコンクール大賞」などに
応募し、全国規模の取り組みで入賞でき

年度末に向けた
改善策

＜取組項目＞　・評価の視点

○生徒一人ひとりが「何のために学ぶの
か」という学ぶことの意義を実感できる環
境を整える。
〇自己の目標を選択・設定して、その目
標を達成するために、自発的、自律的、か
つ自らの学びへ行動できるようにするた
め、各授業にて「めあて」などの学習の目
標や内容等を明示する。
〇各教科での授業では、話し合い活動の
協働的な学びや問題解決学習・探究的
な学習など創意工夫を生かした授業を
展開する。

〇定期テスト前の 朝学習でデジタル教
材「ミライシード」を取り組み、「児童生徒
の学力向上を図る調査」の「確実にでき
るようになるまで繰り返し練習している」
の項目において肯定的な回答を７０％以
上にする。
〇令和５年度「全国学力調査」の全ての
教科で平均正答率を３％上回る。

Ｂ Ｂ

〇学力向上はとても重要な事項ではある
が、いつ来ても生徒が明るく挨拶してくれ
るので気分良く来校できるのは誇り。
〇先生方も工夫して授業をしている。タブ
レットも使っていて現代的で素晴らしいと
思った。

〇授業の中で、考えを伝え合うことは、学
びを深める大切な要素である。様々な考
えを受け止め、何でも伝え合える雰囲気
を大切にし、対話を通して学び が深まる
授業にする。
〇学習課題の設定については教職員一
同、校内研修を実施しているが、今後も
更なる研修を重ね、生徒の探求心を向上
させることができる 課題設定を目指して
い く。
〇来年度は自己管理ノートを新規に始
め、生徒が計画的に学びに向かうように

〇生徒向けアンケートでは「自ら進んで
学ぼうとしていますか」の項目では、肯定
的な回答が７月は８５．１％であった。１２
月の回答では８５．５％と微増であった。
デジタル教材、単元テストなど特色ある
教育活動を展開したことは成果である
が、生徒が学習・学びへ向かう姿勢が向
上するまでには至らなかったことが課題
である。

Ｂ

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価

学校教育目標
〇自ら進んでよく学び、協力して働く生徒

〇規律を守り、責任を重んずる生徒

〇心身ともに健康で、思いやりのある生徒

〇未来を主体的に生き抜く力を育む学校

〇夢や志を抱き、自分の力で困難に立ち向かいながら、前に進むことができる生徒

〇深い専門性をもち、自ら改善・向上を目指し、授業力・指導力・情熱・使命感・実行力のある教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞・教職員が、生徒に合わせた支援型指導や迅速な対応により、落ち着いた学校生活に加え、何事にも一生懸命に取り組む生徒が多い。
　　　　　　・校内研修に加え、自己研鑽に励むため、学校全体でのデジタル化が進んでおり、授業でもＩＣＴを活用する教員が多い。
＜課題＞・生徒自身が学びに向かうこと、自己の課題を発見しその課題を解決するために主体的に取り組み、思考・判断・表現する力を育成させること。
　 　　　　 ・現状は、不登校生徒の割合が高い。よって、エンカレッジルームを拡張して、学びの場や居場所を確保して学校を「みんなが安心して学べる場所」とする。教育相談委員会を充実させ、ＳＳＷ、ＳＣと連携を図り、実効性
のある取り組みを行い、不登校生徒の継続数の減少、新規数の抑制を図ること。

〇エンカレッジルームを拡大したことによ
り利用する生徒が増え、欠席すること、登
校できない生徒への支援を厚くすること
ができたことは成果である。しかし、新規
の不登校生徒発生は目標達成できな
かった。
〇ボランティアの参加は目標を達成する
ことができた（延べ人数）ことは大きな成
果であった。

Ａ

〇学校生活の中で、困っている仲間を励
まし、みんなで支える場面を見るたびに、
温かい気持ちにさせてもらっています。
〇ボランティアに参加する生徒が多く、ま
た意欲的に手伝ってくれることは本当に
誇らしく思う。中学生の力は大きいことが
今年の活動で良く分かった。来年度も引
き続き参加をお願いするので連携をお願
いします。

特色ある教育の

展開

＜教職員の働き方の改革＞

・学校における教職員の働き方改革プランの

推進

＜教育のデジタル化の推進＞

・生徒の個別最適な学びの実現に向けたＩＣＴ

機器の活用

子どもたちの健

全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞

・不登校対策の実施・充実

・教育相談の強化

・hypaer-QUの活用

地域に広く開か

れた学校（園）の

実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞

・学校（園）ホームページの充実等

・学校（園）公開の実施・充実

＜学校関係者評価の充実＞

・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者

評価の実施

共生社会の実現

に向けた教育の

推進

＜特別支援教育の推進＞

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

個に応じた指導の実施・充実

・エンカレッジルームの活用促進

・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・ボランティアマインドの醸成をする

〇黒板を授業のためだけに使用する、生
徒に必要な連絡事項は背面黒板にする、
具体的な指示など生徒が学びやすく、過
ごしやすい学校にする。
〇エンカレッジルームでは自分の取り組
む課題など居場所やできることが増える
環境としていく。
〇地域と生徒が「つながる」ことで生徒の
地域愛を育み、地域貢献や地域活性化
に意識を向けさせる。

〇生徒が居場所となる環境をとして学校
サポート教室とも連携していく。将来的に
は社会的な自立ができるように声掛けや
支援をするための情報共有を週に1回お
こなう。
〇不登校児童・生徒の新規出現率を東
京都平均より下げるようにしていく。
〇町会のお祭り、防災訓練、運動会など
のボランティアに参加する延べ人数を１５
０人以上にする。

〇生徒に寄り添い、関係諸機関と連携し
ながら、「どこにもつながりがもてていな
い不登校生徒」をゼロにする。
〇カウンセリングマインドをもって生徒の
悩みや心配事について生徒や保護者の
相談の寄り添って対応する。

Ａ

Ｂ

〇学校で得た知識や力や高めた自己肯
定感を高校でも大切にし、社会に出てか
らのコミュニケーション力につなげてほし
い。
〇SNS などが トラブルの原因になるケー
スもあると聞いている。地域としても生徒
が情報モラルをどう身に付けていくかを
考えていかなければならない 。

〇基礎体力、健康に関する知識は生きて
いく上で大前提となる項目であることを
認識し、授業開始時に補助運動を継続し
て実践していく。
〇共習の特性を生かして異性を認識し、
尊重する心の育成を身につけさせる。
〇家庭科教諭と連携し、食育の推進を図
る。

〇生徒それぞれの個性に合わせてエンカ
レッジルームを充実させ、生徒が教室復
帰できるきっかけとなるように指導してい
く。
〇地域との共生、地域貢献を意識させ、
「地域とのつながり」を大切にできる生徒
の育成を継続していく。


